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第 133 回日本森林学会大会のお知らせ（第 3 回） 
 

 一般社団法人 日本森林学会会長 丹下 健 

第 133 回日本森林学会大会運営委員長 林田光祐 

 

第 133 回日本森林学会大会は，新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から，公開シンポジウム（山形

市）を除いて，オンライン開催といたします。本大会では，ポスター発表だけでなく，口頭発表（企画シン

ポジウムを除く）についても，発表ファイルの事前提出が必須となります。発表ファイルの作成方法，提出

方法や提出期限など，本お知らせでご案内できない部分については，決まり次第，学会ウェブサイト

（https://www.forestry.jp/）に掲載します。日本森林学会メールマガジン（月１回配信）でもお知らせします

ので，メールマガジンへの登録をお願いいたします（https://www.forestry.jp/mail/magazine/）。 

 

1．日 程   午前   午後 

 2022 年 3 月 27 日（日） 授賞式・受賞者講演 公開シンポジウム 

     3 月 28 日（月） 研究発表   研究発表 

     3 月 29 日（火） 研究発表   研究発表 

＊口頭発表（企画シンポジウムを除く）とポスター発表は，大会期間を通じて大会参加者のみオンデマン

ドで視聴・閲覧できます。 

 

【重要な期日】 

2021 年 10 月下旬（予定）      大会参加の事前申込み・研究発表申込みの受け付け開始 

11 月 19 日（金）17:00  研究発表する場合の大会参加の事前申込み及び参加費支払いの締切 

11 月 19 日（金）17:00  研究発表の申込み，学生ポスター賞の応募の締切 

11 月 19 日（金）17:00  高校生ポスター発表の申込みの締切 

12 月 24 日（金）17:00  関連研究集会情報の大会プログラムへの掲載の申込みの締切 

2022 年  1 月 14 日（金）17:00  学術講演集原稿の提出締切（研究発表する場合） 

1 月 31 日（月）17:00  研究発表しない場合の大会参加の事前申込み及び参加費支払いの締切 

3 月上旬（予定）      研究発表ファイルの事前提出の締切 

 

2．会 場 

公開シンポジウムを除く全ての催しはオンラインで開催します。 

公開シンポジウムは以下の会場で開催し，インターネット配信します。 

山形県生涯学習センター遊学館（山形市緑町１丁目 2-36） 

 

3．参加・発表資格 

 【大会参加】 

 会員・非会員を問わず，どなたでも大会に参加できます。 

 事前にオンラインでの参加登録と参加費の支払いが必要です（５.を参照）。 

 公開シンポジウムのみの参加の場合は，参加登録と参加費は不要です。 

 【研究発表】 

 研究発表は，森林科学に関する研究成果で，学術講演集の原稿の締切（2022 年 1 月 14 日(金)）までに

結果と結論の得られるものとします。 

 部門別発表および公募セッションの発表者（筆頭者）は，本学会会員（2022 年度分の会費を大会まで

に納入済みの方）に限ります。会員の方は，会費の納入忘れにご注意ください。 

 会 員 で な い 方 は ， 研 究 発 表 申 込 み の 前 に ， 学 会 ウ ェ ブ サ イ ト の 「 入 会 案 内 」

（https://www.forestry.jp/welcome.html）から入会の手続きを行ってください。 
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 企画シンポジウムでは，コーディネータからの申請に基づき，非会員の方の研究発表を認める場合が

あります。その場合でも，発表者自身がオンラインでの事前参加登録と研究発表登録を行い，参加費を

支払う必要があります（６.を参照）。 

 発表者は筆頭者に限ります。筆頭者以外の著者による代理発表はできません。 

 筆頭者としての発表は，すべての発表形式を通じて１人１件に限ります（ただし学会各賞を受賞され

た方の受賞者講演は除きます）。 

 

4．大会への参加の流れ 

研究発表を行う場合は，「５．大会参加の申込み」「６．研究発表の申込み」「８．学術講演集原稿の提

出」「９．発表ファイルの提出」の４つの手続きが必要となります。研究発表をしないで大会に参加して聴

講する場合は，「５．大会参加の申込み」の手続きのみが必要となります。 

 
5．大会参加の申込み 

大会参加の申込みは，会員・非会員を問わず，「大会参加・研究発表申込み専用サイト」からオンライン

登録で行います。電話，Fax，E-mail による大会参加の受け付けは行いません。「大会参加・研究発表申込み

専用サイト」は 10 月下旬頃に開設します。学会ウェブサイト（https://www.forestry.jp/）から専用サイトにア

クセスし，大会参加の申込みと大会参加費の支払い手続きを行ってください。 
研究発表をする場合は，必ず大会参加の事前申込みと，６.の研究発表の申込みの両方を行ってください。

本大会はオンライン開催のため，研究発表をしない（聴講のみ）で参加する場合も，必ず大会参加の申込み

と参加費の支払いが必要です（学部生の参加費は無料です）。なるべく，事前の申込みをお願いします。な

お，事前申込みの期日以降も大会当日まで大会参加を受け付けますが，大会参加費が異なります。 
 
大会参加の事前申込みの期日 
研究発表をする場合   締切: 2021 年 11 月 19 日（金） 17：00 
研究発表をしない場合  締切: 2022 年 1 月 31 日（月） 17：00 

 
大会参加費 

 一般会員 学生会員 非会員＊ 
事前申込み（1 月 31 日まで）  8,000 円 1,500 円  8,000 円 
2 月 1 日以降の申込み 10,000 円 3,000 円 10,000 円 
＊発表をしない学部生の大会参加費は無料です。 

 
 参加登録の際，会員の方は会員番号の入力が必要です。 

会員番号は日本森林学会誌が封入されている封筒の表側（宛名の右下）に記載されています。これか

ら入会を予定しており，参加申込みの時点で会員番号をまだお持ちでない方は，専用サイトから登録

を行う際に仮番号が自動的に用意されます。ただし，研究発表をされる場合，正式の会員番号が入力さ

れなければ学術講演集原稿の提出ができません。学術講演集原稿の提出締切の 2022 年 1 月 14 日まで

に会員番号が確実にお手元に届くよう，どうか余裕をもって入会手続きを行ってください。 
 

 大会参加の申込み時に参加費の支払い手続きを行います。 
参加費の支払いは，原則として専用サイトからクレジットカード決済で期日までにお願いします。

郵便振替をご利用の方は，専用サイトで郵便振替選択ボタンをチェックの上，期日までに事務局で確

認されるよう振替を行ってください。払込取扱票の日林誌への綴じ込みはありませんので，郵便振替

口座による払込みをご希望の場合は，郵便局の払込取扱票を使用し，通信欄に必要事項（参加申込者氏

名（ふりがな），参加受付番号（RG で始まるもの），連絡先住所，電話，所属，送金金額内訳）を記

入のうえ，下記の郵便振替口座に送金してください。払込取扱票は，必ず参加者 1 名につき 1 枚ずつ

使用してください。郵便振替による支払いは，学会事務局で確認されるまでに 7～10 日程度かかる場

合もあります。どうか余裕をもって支払い手続きを行ってください。クレジットカードによる支払い

は即座に確認できますので，なるべくカード支払いをお願いします。なお，2022 年 3 月 12 日以降の

申込みは，クレジットカード決済のみとなります。 
 
   郵便振替口座 
    口座番号 ００１６０-７-７８９８４５ 
    加入者名 一般社団法人日本森林学会 大会運営委員会 
 



(3) 

 クレジット払い，郵便振込払いどちらの場合でも，振込確認後，領収書発行ボタンを押下することで領

収書を発行することが出来ます。 
 いったん納入された大会参加費は返却いたしません。 
 参加費の払込み手続きが行われない場合には，研究発表をキャンセルしたものとして処理いたします

のでご注意下さい。 
 
6．研究発表の申込み 
研究発表の申込みは，大会参加・研究発表申込み専用サイトからオンライン登録で行います。大会参加申

込みをしただけでは，研究発表の申込みは完了していません。必ず大会参加申込みの後に研究発表申込みを

行ってください。詳しい入力方法については，学会ウェブサイトに案内を掲載します。専用サイトからの登

録以外は受け付けませんのでご注意下さい。専用サイトは 10 月下旬頃に開設します。 
研究発表申込みの受理には，締切までに参加費の支払いが必要です。参加費の支払いが事務局で確認でき

ない場合は，研究発表をキャンセルしたものとして処理いたしますのでご注意下さい。 
 
 締切：2021 年 11 月 19 日（金）17：00 
 

 研究発表は，部門別口頭発表，部門別ポスター発表，公募セッション（口頭発表；ポスター発表を受け

付けるセッションもあり），企画シンポジウム（口頭発表のみ）に分けて行います。 
 部門別発表は、林政、風致・観光、教育、経営、造林、遺伝・育種、生理、植物生態、立地、防災・水

文、利用、動物・昆虫、微生物、特用林産の 14 部門となります。部門選択の際には，日林誌 103 巻 4
号あるいは学会ウェブサイトの「第 133 回日本森林学会大会のお知らせ（第２回）」に掲載されてい

る部門キーワードを参考にしてください。 

 公募セッションは，既存の部門ではカバーできない部門横断的なテーマについて会員の研究交流を継

続的に進めることを目的としたセッションです。ポスター発表が併設される公募セッションもありま

す。発表者は公募のみで，部門別発表と同様の発表形式です。第 133 回大会で設置される公募セッシ

ョンは，学会ウェブサイトに掲載しています。 

 企画シンポジウムは，森林学に関する明瞭で簡潔にまとまったテーマをもったシンポジウムです。発

表者は公募せずコーディネータが決定します。企画シンポジウムの講演者も研究発表の申込みを行っ

てください。第 133 回大会で開催される企画シンポジウムは，学会ウェブサイトに掲載しています。 

 部門別口頭発表，部門別ポスター発表，公募セッションのいずれで発表するかは，原則として発表者の

希望によりますが，プログラム編成委員会で調整を行う場合もありますので，ご了承ください。 

 研究発表申込みの際に登録した著者名・所属，題名は，2021 年 11 月 19（金）17：00 以降は修正がで

きません。したがって，学術講演集原稿の提出時にも修正ができません。申込みの際には共著者（特に

学生の方は指導教員等）とよく相談した上でお申込みください。  
 
7．学術講演集原稿の提出 

学術講演集の原稿は，学会ウェブサイトの大会参加・研究発表申込み専用サイトからオンラインで入力し

てください。 
 
 締切：2022 年 1 月 14 日（金）17：00 
 

 参加費の払込みが事務局で確認された時点で，入稿が可能となります。入会予定の方は，入会手続きの

完了も必要となります。 
 原稿は，全角 500 字に相当するバイト数（制御文字含む）以内で日本語，または英語で入力してくだ

さい（図表は使用できません）。ギリシャ文字，斜体，下付・上付文字などの入力は，入力画面の説明

を参考にしてください（ワープロからコピー＆ペーストしても文字飾りは反映されませんのでご注意

ください）。 
 学術講演集の原稿提出時に，研究発表申込みの際に登録した著者名・所属，題名の変更はできません。 
 学術講演集の pdf 版は大会開催の約１カ月前に学会ホームページに掲載されます。印刷物は配布しま

せんが，希望者には大会学術講演集の冊子体を大会終了後に販売する予定です。また，大会終了後に

は，大会発表データベース（予稿集公開システム J-STAGE）にて公開される予定です。 

 
8．発表方法 

1）口頭発表（部門別・公募セッション） 
・発表会場：WEB 会議室 
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・発表時間：15 分（発表 12 分，質疑応答 3 分） 
・動画ファイルの提出：口頭発表内容を収録した音声付き動画ファイルを，事前に必ず提出していただ

きます（9．を参照）。 
・発表方法：事前に提出された動画ファイルを，プログラムにしたがって運営スタッフが配信します。

本大会では，当日のトラブル回避のために，発表者による動画配信やリアルタイムでの発表はできま

せん。 
・質疑応答：座長の司会により，発表時間中にリアルタイム（口頭）で行います。 
・調整討論：4～5 題発表ごとに，調整・討論の時間を配置します。公募セッションの場合は，コーディ

ネータの希望によっては，さらに総合討論の時間を設けることも検討します。 
・オンデマンド配信：動画ファイルを事前に提出していただくことにより，大会期間中は，大会参加者

のみオンデマンド視聴が可能となります。 
 

2）ポスター発表（部門別・公募セッション） 
・ポスターファイルの提出：ポスターファイル（音声付き動画ファイルは認めません）を，事前に必ず

提出していただきます（9．を参照）。 
・発表方法：事前に提出されたポスターファイルを，大会プラットフォーム内に掲示します。大会期間

中は，大会参加者のみオンデマンド閲覧が可能となります。 
・質疑応答：前回大会と同様，掲示期間中のチャットによる質疑応答とします。リアルタイムの質疑応

答（コアタイム）は行いません。 
 

3）企画シンポジウム 
・発表会場：WEB 会議室 
・発表時間，発表方法など：３時間以内という枠の中で，コーディネータに責任を持って運営していた

だきます。発表者は，コーディネータの指示に従ってください。なお，大会運営員会への動画ファイ

ルの事前提出は必要ありません。 
 

9．研究発表ファイルの事前提出 

部門別発表と公募セッションにおける口頭発表，ポスター発表のいずれについても，発表ファイルを事前

に必ず提出していただきます。動画ファイルやポスターファイルの作成方法，提出方法および提出期限など

については，決まり次第，大会ウェブサイトに掲載し，メールマガジンでもお知らせします。 

 

10．学生ポスター賞について 

日本森林学会学生ポスター賞は，学生会員の研究の奨励を目的として，日本森林学会大会で優れたポスタ

ー発表を行った学生会員に授与されます。学生会員が筆頭発表者であり，研究発表申込時に学生ポスター賞

に応募したポスター発表が対象です。学生会員の積極的な応募を期待しています。 

 

11．高校生ポスター発表の募集 

日本森林学会では，森林・林業への青少年の興味関心を喚起し，中等教育における学習研究を支援する目

的から，高校生のポスター発表を実施しています。第 133 回大会でもポスター発表を募集いたします。詳細

は大会ホームページ（https://www.forestry.jp/activity/education/highschool-poster/）をご覧ください。応募の

締切は 2021 年 11 月 19 日（金）です。会員の皆様におかれましては，お知り合いの高校の先生・生徒の皆

さんに応募をお勧めいただければ幸いです。 

 

12．関連研究集会について 

例年，本大会に付随して開催されている関連研究集会について，今回はオンライン開催のため大会運営委

員会では取り扱いいたしません。関連集会情報の大会プログラムへの記載を希望される場合は，責任者の方

が日時，テーマなどを 2021 年 12 月 24 日（金）までに総務理事（玉井）にご連絡ください。また，オンラ

インシステム等は開催者が手配してください。 
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13．大会に関する連絡先 

・日本森林学会への入会に関する連絡先 

〒102-0085 東京都千代田区六番町 7 日林協会館内 

日本森林学会事務局 

E-mail: office@forestry.jp 

 

・第 133 回大会の参加申込み・発表申込みシステムに関する連絡先 

〒102-0085 東京都千代田区六番町 7 日林協会館内 

日本森林学会事務局 

E-mail: taikai@forestry.jp 

 

・第 133 回大会の研究発表（部門別発表，公募セッション，企画シンポジウム）に関する連絡先 

〒102-0085 東京都千代田区六番町 7 日林協会館内 

日本森林学会プログラム編成委員会 

E-mail: 133program@forestry.jp 

 

・第 133 回大会学生ポスター賞に関する連絡先 

〒102-0085 東京都千代田区六番町 7 日林協会館内 

日本森林学会学生ポスター賞選考委員会 

E-mail: hyosyo@forestry.jp 

 

・第 133 回大会高校生ポスター発表に関する連絡先 

〒102-0085 東京都千代田区六番町 7 日林協会館内 

日本森林学会中等教育連携推進委員会 

E-mail: high_school@forestry.jp 

 

・第 133 回大会関連研究集会に関する連絡先 

〒102-0085 東京都千代田区六番町 7 日林協会館内 

日本森林学会総務担当理事 玉井幸治 

E-mail: a123@affrc.go.jp 

 

・第 133 回大会の上記以外の事項に関する連絡先 

〒997-8555 山形県鶴岡市若葉町 1-23 

山形大学農学部内 

第 133 回日本森林学会大会運営委員会 

E-mail: 133committee@forestry.jp 
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